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147
空地内のベンチ若干焼損

連合町内会別火災発生状況 5 月
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火災・救急状況（令和３年中）

区分／年別
戸塚区

令和３年 令和２年 増△減 令和２年 増△減
区分／年別

横浜市

△ 12 333 7

火災
種別

建物 11 16 △ 5

航空機 0

199 23

林野 0 0 0 0

航空機 0 0

2

47

0 0

△ 11その他 5 13 △ 8 その他 102

火災
種別

建物

0 林野

損害
程度

焼損床面積（㎡） 461 158 303 焼損床面積（㎡）

負傷者 3 2 負傷者

死者 0 1 △ 1 死者 9
損害
程度

1

主な
出火
原因

放火（疑い含む） 6 8 △ 2

5 △ 3

配線器具 3 2

たばこ 2

11

58

65放火（疑い含む）

主な
出火
原因

1 たばこ

0 17

溶接機・切断機 1 0 1 電気機器

電灯・電話等の配線 1 1 電灯・電話等の配線

6 15 △ 9 その他
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△ 629
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6,320
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78,298

339

21 78,927

救急
種別

53,642

145149

7,023

3,289 188

その他 695

262

1617

14,249

急病 3,794 △ 1,249

一般負傷 1,004 999 5 一般負傷 14,156

3,855

5月13日 秋葉町

発生日 発生場所

5月2日

627

※　数値は速報のため、変更することがあります。

救急
種別

△ 93

525

戸塚第三地区 1 0

踊場地区 0 0

△ 6

1

3

0

1

0

車両 31

2

救急出場件数

5月8日

5,734

急病

5月28日 深谷町

2

0 船舶 1

68 その他 6,498

54,891

3,477交通事故

上矢部町

矢部町

車両

船舶

5,755

△ 61

交通事故 253 9

その他

木造２階建て共同住宅の共用部分において、洗濯機及び雑物が焼損

部品販売店駐車場において、駐車していた軽自動車内の雑物が焼損

令和２年

木造２階建て専用住宅において、テーブルコードの一部が焼損、負傷者１名発生

木造２階建て専用住宅（延べ面積150㎡）１棟全焼の他、３棟類焼

救　急 1,154件

種　別

急　病

一般負傷

上矢部地区 1

1

0

令和３年５月中の戸塚区内火災・救急状況

　　戸塚消防署(令和３年５月31日現在)

交通事故

その他

概　　　要

　火　災　 件　数

1 2 △ 1

戸塚第二地区 1 0 1

3 2 1

連合/年別 令和３年 令和２年 増△減 連合/年別 令和３年

戸塚第一地区

合計 19 31 △ 12

2021年

吉田矢部地区 0 1 △ 1

その他



 
 
 

 
 
 
 

 

戸塚消防署からのお知らせ 【6 月】 

放火による火災について 

 

•家の周りに燃えやすいものを置かないようにしましょう。 

•ゴミは決められた日の朝決められた場所に出すようにし

ましょう。 

•物置や車庫には鍵をかけるようにしましょう。 

•外出時や就寝時には、施錠を確認しましょう。 

•家の周りや駐車場所等は常に明るくして、他の人が

自由に出入りできないようにすると効果的です。 

•ボディーカバーやバイクカバーは「防炎製品」を使

うようにしましょう。 

•外出時にはお隣やご近所に一声かけて、地域ぐるみ

の放火防止対策を推進しましょう。 

■ 割れ窓理論 
建物の割られた窓ガラスを放置していると、誰も当該地域に注意を払っていないという

象徴になり、犯罪が多発するとの考え方です。 
地域の枯草繁茂や、たばこの吸い殻・ごみの散乱・落書きの放置は、更なる雑然を呼

び、放火や犯罪等につながる可能性があります。 
地域の美化は、将来発生し得る放火や犯罪等を「未然に防ぐ効果」があると言われて

います。 

放火火災は、３０年以上も横浜市の火災原因トップとなっており、

日が沈む夕方から人々が睡眠する深夜にかけて多く発生するという

特徴があります。 

放火を防ぐために，家の周りに燃えやすいものを置かない等の「放

火されない，放火させない環境づくり」に努めることが大切です。 



○ 令和３年度５月分 戸塚区燃やすごみ量実績（速報値）について 
 

５月分の燃やすごみ量は、昨年度の同時期に比べ 11.4％減少 しました。 

 
【戸塚区】家庭系燃やすごみ量（５月分） 

 燃やすごみ量(トン) 原単位(グラム/人・日) 

令和３年度 

５月分 
３，８６７ ４３９ 

 前年度差 △499 (△11.4％) △63(△12.5％) 

令和２年度 

５月分 
４，３６６ ５０１ 

 
【戸塚区】家庭系燃やすごみ量（４～５月分累計） 

 燃やすごみ量(トン) 原単位(グラム/人・日) 

令和３年度 

４～５月分累計 
７，３２９ ４２３ 

 前年度差 △497(△6.4％) △34(△7.5％) 

令和２年度 

４～５月分累計 
７，８２６ ４５７ 

 
 

【ごみと資源の総量の実績値と目標値】 
ヨコハマ３Ｒ夢プラン推進計画 （2018～2021）では、ごみと資源の総量を 2021年

度（令和３年度）までに 2017年度（平成 29年度）比で３％以上削減することを目標

としております。 

戸塚区では、次表のとおり 2018年度（平成 30年度）は目標を上回る削減でしたが、

2019年度（令和元年度）からは新型コロナウイルス感染症の影響で家で過ごす時間が

長くなったことなどにより、目標を下回る状況となっています。 

令和３年度は、安定した確実な廃棄物処理の確保を最優先とすることから、ごみと

資源の総量に関する目標値を設定しないこととしました。 

 

 

 
問合せ： 戸塚区地域振興課資源化推進担当 TEL 866-8411 

 

ごみと資源の総量(ton) 原単位(g/人・日) ごみと資源の総量(ton) 原単位(g/人・日) 総量(%) 原単位(%)

平成29年度:基準年度 60,948 603 － － － －

平成30年度 59,936 589 60,400 596 100.8 101.2

令和元年度 60,767 592 60,140 589 99.0 99.5

令和２年度 62,187 606 59,726 588 96.0 97.0

　※ 令和２年度の実績値は速報値で、令和３年10月ころに確定値が出ます。

年度
目標達成率

ごみと資源の総量・原単位の実績値と目標値

実績値 目標値
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